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　昨年11月にスタートした「健幸ポイント事業」も定員となる500人の参加を得て、最初のポ
イント付与期間（11月17日～ 1月31日）が終了しました。健幸ポイント事業は令和7年度も
実施予定ですが、「参加するタイミングを逃した！」という方や「健幸ポイントで本当に運動習
慣がつくの？」という方へ、今回の付与期間における南陽市の概況をご紹介します！

　健幸ポイント事業は、30歳以上の方が対象となっ
ておりますが、30代から90代まで幅広い世代の方
にご参加いただいています。
　参加の動機としては、「自身の健康の維持のため」、

「からだを動かすのが好き・楽しいため」といったも
のが多くありました。

　「自分の健康は自分で守る」を心掛ける平さんご夫妻。
健幸ポイント事業へは美喜子さんだけが参加しています
が、毎日お二人でのウォーキングを欠かさないそうです。
そんなお二人に健幸ポイン事業の感想をうかがいました。

Ｑ．健幸ポイント事業参加のきっかけを教えてください
Ａ．市の事業の「ココカラ体操教室」に友人と一緒に参加

した際に、健幸ポイント事業を紹介されたことがきっ
かけです。

　令和７年度の健幸ポイント事業は７月からのス
タートを予定しています。参加者数を増やしての
実施予定となります。詳しい参加方法については、
市報やホームページ等で随時お知らせしていきま
すので、ご確認をお願いします。
　なお、現在事業に参加いただいている方の２月
１日以降のポイントは次回付与期間に繰り越され
ます。
※事業の実施は、令和７年度予算の可決が前提と

なります。

平清人さん　　平美喜子さん

　11月から参加し、データ送信が完了
している方を対象に、開始前と２か月
目の歩数分布を比較した場合、全体の
平均歩数が上昇していることがわかり
ます。
　特に開始前に「5,000歩未満」群に属
していた方に注目してみると、約３割
の方が5,000歩以上歩くようになり、
平均歩数も1,000歩以上増える結果と
なりました。

　一般的に適度な運動は健
康寿命の延伸につながると
されており、南陽市の健幸
ポイント事業と同様のプロ
グラムを先行して実施して
いる自治体では、社会保障
費の抑制効果があると報告
されています。

【先行して健幸ポイントプログラムを実施する12自治体の事例】

■どんな人が参加しているの？

■運動習慣は身につくの？

11月参加者の歩数分布の推移

■参加者の声

■次回の健幸ポイント事業（付与期間）は
　７月からの予定です（※）

■健幸ポイント事業でどんな効果が期待されるの？

■開始前　■２か月目
　平均歩数
　開始前　5,588歩

２か月目 6,349歩
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開始前 ２か月目
平均歩数 3,151 歩 4,457 歩

5,000 歩未満の人数 130人 92 人

Ｑ．健幸ポイント事業に参加してから、普段
の生活に変化はありますか？

Ａ．もともと歩くのが好きで、健康づくりの
ために以前からウォーキングをしていま
した。冬場はどうしても歩く時間が少な
くなりがちでしたが、少しの雪なら歩く
ようになって、実際に以前よりも歩くよ
うになりましたね。

Ｑ．健幸ポイント事業の魅力を教えてくださ
い

Ａ．毎日、画面のデータを見るのが楽しみに
なりました。体組成計で図ることで、デー
タで自分の健康度合いがわかるのが楽し
く感じています。ポイントが貯まること
よりもそちらの方が楽しいですね。

なんよう健幸ポイント事業なんよう健幸ポイント事業
で健幸になろう！で健幸になろう！

◆お問合せ　すこやか子育て課すこやか係（☎４０－１６９１）◆お問合せ　すこやか子育て課すこやか係（☎４０－１６９１）
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令和6年度なんよう健幸ポイント事業
アンケートご協力のお願い

　なんよう健幸ポイント事業では、今後
の事業に向け、参加者の皆さんのアン
ケートを実施します。
　アンケートは、活動量計利用者には郵
送で、アプリ利用者にはアプリを通じて
ご案内します。アンケートを提出いただ
いた方には50ポイントが付与されます
ので、ぜひご協力をお願いします。




